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従来の光学の常識を覆すメタマテリアルやメタデバイスに関する研究が活発になされている[1]。

共鳴型のメタマテリアルにおいては、スプリットリング共振器（SRR）などのサブ波長共振構造

が基本構成要素として用いられる[2]。SRRが入射電磁場と共鳴相互作用すればループ電流が流れ、

複数の SRRが隣接すれば同相あるいは逆相電流に対応した共鳴応答が見られる。これは、分子系

における結合性・反結合性軌道にも類似したものであり、そのような SRRペアはメタ分子として

振る舞いその共鳴条件はペア間の相対位置や配列に強く依存する[3-6]。本研究では、ソフトアク

チュエーターにより SRRペアの間隔を調整することでメタ分子の共鳴応答の電界変調を試みた。 

SRR ペア間隔の調整には、Okuzaki 等が報告した導電性高分子ポリピロール薄膜による折り紙

アクチュエーター[7]を採用した。銅による SRRが施された誘電体基板を２枚対向させ、２個の折

り紙アクチュエーターを挿入し素子とした（図１）。マイクロ波方形導波管に素子を封入し、透過

特性をベクトルネットワ

ークアナライザーにより

測定したところ、電圧印加

に伴い共鳴周波数のシフ

トが見られた（図２）。こ

れは、折り紙アクチュエー

ターの伸縮により、メタ分

子の共鳴条件が変調され

たためと考えられる。 
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